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軸
喋
人
選
流
民
送
還
に
コ
い
て
め
m
号
騒

館
長
　
阿
比
留
徳
生

対
馬
藩
は
日
本
人
・
朝
鮮
人
漂
流
民
の
送

還
に
つ
い
て
も
主
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
朝

鮮
人
の
漂
着
件
数
は
、
元
和
七
年
（
一
六
二

一
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の

間
、
一
，
〇
一
七
件
、
漂
着
人
員
は
一
〇
，

〇
三
七
名
に
上
る
。
（
二
〇
〇
八
年
、
李
薫

著
、
池
内
敏
訳
「
朝
鮮
後
期
漂
流
民
と
日
朝

関
係
」
か
ら
。
）
朝
鮮
人
の
海
難
事
故
に
よ

る
漂
着
は
、
朝
鮮
半
島
に
面
し
た
西
日
本
諸

藩
に
と
っ
て
、
「
領
分
之
浦
方
江
朝
鮮
之
漁

船
な
と
漂
流
之
儀
毎
度
之
幸
二
候
」
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
稿
で
は
、
朝
鮮
人
漂
流

民
送
還
手
続
を
概
観
し
、
対
馬
藩
の
役
割
を

考
え
て
み
る
。

長
崎
経
由
で
の
朝
鮮
人
漂
流
民
送
還
手

続
き
は
、
一
六
四
〇
年
代
後
半
か
ら
確
立
し

た
と
さ
れ
る
。
対
馬
藩
は
、
長
崎
藩
邸
（
現

在
、
築
町
）
、
府
中
（
現
在
、
厳
原
）
　
に
朝

鮮
人
漂
流
民
の
一
時
収
容
施
設
と
し
て
、
漂

民
屋
を
設
け
て
い
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
九
月
二
一
日
、
長

門
国
豊
浦
郡
角
嶋
に
慶
尚
道
興
海
の
居
民

三
名
乗
組
み
の
船
が
漂
着
し
た
。
彼
ら
は
長
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せ
ず
、
追
い
返
し

た
り
す
る
こ
と

は
、
）
御
通
信
之

御
主
意
二
を
ゐ

て
彼
国
之
響
如

何
鋪
儀
有
之
」
と

い
う
趣
旨
で
「
海

府
藩
士
臼
杵
強
平
に
付
き
添
わ
れ
て
、
十
月

十
三
日
長
崎
に
着
到
し
、
直
ち
に
長
崎
奉
行

川
村
封
馬
守
の
取
調
べ
を
受
け
た
。
取
調
べ

の
結
果
、
「
疑
敷
儀
も
不
相
聞
候
」
と
い
う

こ
と
で
、
対
馬
藩
長
崎
聞
役
、
小
田
儀
兵
衛

に
引
き
渡
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
彼
等
に
は
長
府
藩
か
ら
朝
夕
日

本
食
が
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、
木
綿
着
物
、

帯
、
蒲
団
、
菅
笠
、
紙
合
羽
が
各
人
に
給
さ

れ
た
。
ま
た
、
十
月
十
二
日
、
船
便
で
長
崎

港
に
破
船
の
船
具
が
届
け
ら
れ
、
同
様
に
対

馬
藩
聞
役
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
船
板

（
三
十
切
）
、
輯
（
一
羽
）
、
苧
網
（
壱
）
、

玉
座
帆
（
壱
下
り
）
、
櫓
（
三
挺
）
な
ど
で

あ
る
。
同
年
十
二
月
、
石
見
国
那
賀
郡
唐
鐘

浦
に
九
人
の
朝
鮮
人
が
漂
着
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
水
桶
、
茶
碗
、
か
ま
す
、
鍋
、

釣
糸
な
ど
細
々
と
し
た
物
ま
で
記
録
し
て

長
崎
へ
送
り
届
け
ら
れ
て
い
る
。

漂
着
地
の
藩
の
こ
の
よ
う
な
手
厚
い
保

護
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
六
月
、
長

門
、
石
見
、
出
雲
、
肥
前
、
筑
前
、
壱
岐
六

国
に
幕
府
か
ら
回
達
さ
れ
た
朝
鮮
漂
流
民

保
護
に
つ
い
て
の
命
令
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
対
馬
藩
江
戸
藩
邸

は
、
国
元
の
要
請
を
受
け
て
　
「
（
彼
国
で
日

本
人
の
漂
流
民
は
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い

る
の
に
、
我
が
国
で
朝
鮮
人
漂
流
民
を
救
護

辺
之
所
々
江
御
達
被
下
置
候
様
」
公
儀
へ
申

し
入
れ
て
い
る
。

前
記
の
慶
尚
道
興
海
居
民
三
名
は
、
翌
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）
二
月
、
対
馬
府
中
へ

回
送
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
長
崎
逗
留
中
三

十
二
日
及
び
船
中
十
一
日
分
の
飯
米
費
用

な
ど
の
書
付
が
、
前
年
の
十
一
月
十
五
日
付

け
で
長
崎
聞
役
小
田
儀
兵
衛
、
用
達
柴
山
平

三
郎
連
署
で
高
木
作
右
衛
門
あ
て
提
出
さ

れ
、
川
村
封
馬
守
の
許
諾
を
得
て
い
る
。
逗

留
中
の
一
人
一
日
の
費
用
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

肴
　
代
　
　
銀
壱
分
六
厘
六
毛
六
弗

野
菜
代
　
　
銀
五
厘

塩
　
噌
　
　
銀
一
分

多
葉
粉
　
　
銀
一
分

薪
　
代
　
　
銀
一
分

黒
　
米
　
　
七
合
五
夕
（
一
石
七
九
匁
）

小
計
　
銀
百
六
匁
四
分
七
厘
三
毛
六
弗

同
様
に
計
算
し
て
船
中
十
一
日
分
の
賄
い

費
用
は
、
銀
三
十
六
匁
六
分
三
弗
と
な
っ
て

い
る
。
幕
府
負
担
額
合
計
は
、
銀
百
四
十
三

匁
七
厘
三
毛
九
弗
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
対
馬
回
送
の
船
便
が
決
ま
る

と
、
対
馬
藩
長
崎
聞
役
は
長
崎
奉
行
に
伺
い

を
立
て
る
。
長
崎
奉
行
は
、
近
国
の
浦
々
番

所
中
に
「
（
朝
鮮
人
漂
流
民
何
名
を
）
今
度

宗
対
馬
守
方
江
送
越
朝
国
江
送
戻
し
候

右
乗
船
浦
々
相
違
有
之
間
敷
候
　
水
薪
無

之
節
並
風
波
烈
敷
悪
敷
所
江
繋
候
節
者
馳

走
候
而
可
被
相
通
者
也
」
と
い
う
要
請
を
し

て
い
る
。

対
馬
へ
の
渡
り
は
厳
し
い
。
古
代
、
防
人

の
た
め
の
軍
根
送
根
船
の
遭
難
が
万
葉
集

に
詠
ま
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
筑
前
国
志
賀

の
梶
取
、
白
水
郎
荒
雄
を
悼
む
歌
は
著
名
で

あ
る
。
九
死
に
一
生
を
得
て
、
日
本
で
手
厚

い
接
遇
を
受
け
な
が
ら
も
対
馬
回
送
の
途

中
海
難
に
遭
遇
し
た
悲
惨
な
例
も
あ
る
。
安

政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
二
月
十
九
日
、
長

門
国
大
津
郡
通
浦
に
漂
着
し
た
江
原
道
居

民
十
九
名
の
薪
船
は
、
翌
安
政
二
年
末
長
崎

を
出
帆
し
、
二
月
十
一
日
、
壱
岐
勝
本
か
ら

対
馬
に
渡
海
中
破
船
し
、
十
四
名
が
死
亡
し

た
。
残
り
の
者
は
三
月
三
日
対
馬
府
中
に
廻

着
し
て
い
る
。

朝
鮮
人
漂
流
民
は
、
最
終
的
に
は
、
対
馬

藩
が
漂
民
護
送
使
（
漂
差
使
）
を
仕
立
て
東

莱
府
使
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
藩
主

と
穫
曹
参
議
の
書
簡
、
別
幅
が
交
換
さ
れ

る
。
ま
た
、
彼
国
で
は
郷
按
慰
官
が
任
命
さ

れ
、
粛
拝
式
・
宴
享
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
定

着
し
、
王
朝
末
期
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

紙
面
の
都
合
上
詳
述
で
き
な
い
が
、
彼
国
の

固
階
と
も
思
え
る
事
大
主
義
と
そ
こ
に
利

益
を
見
出
そ
う
と
す
る
対
馬
藩
の
姿
が
垣

間
見
え
る
。

こ
の
稿
は
、
当
館
所
蔵
の
対
馬
宗
家
文
庫

史
料
と
「
朝
鮮
人
漂
着
一
件
（
従
安
政
二
乙

卯
九
月
同
丙
辰
九
月
ま
て
）
川
村
封
馬
守
在

勤
」
　
（
長
崎
図
書
館
資
料
‰
一
四
・
九
・
四
）

に
拠
っ
た
。
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朝
鮮
語
通
詞
小
田
幾
五
郎
と
そ
の
墓
所
に
つ
い
て

山
口
幸
代

は
じ
め
に

小
田
幾
五
郎
と
は
、
江
戸
時
代
中
期
（
十

八
世
紀
後
半
～
十
九
世
紀
）
　
に
活
躍
し
た

対
馬
藩
の
朝
鮮
語
通
詞
で
あ
る
。
と
い
っ

て
も
、
地
元
対
馬
に
お
い
て
、
そ
の
名
を

知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

し
か
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
通
詞
を
勤

め
、
そ
の
実
績
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
特
に
、
晩
年
に
は
自
ら
の
実
務
経

験
を
通
し
て
得
た
知
見
を
も
と
に
多
数
の

著
作
を
ま
と
め
て
い
る
。
い
く
つ
か
を
紹

介
す
る
と
、
朝
鮮
の
政
情
や
地
理
を
ま
と

め
た
『
象
背
紀
聞
』
、
倭
館
に
関
す
る
情
報

集
で
あ
る
『
草
梁
話
集
』
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
さ
に
、
生
涯
を
と
お
し
て
　
「
象

晋
」
（
＝
通
訳
）
と
し
て
生
き
た
人
物
で
あ

っ
た
。と
こ
ろ
で
、
幾
五
郎
を
輩
出
し
た
小
田

家
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
を
誇
る
宗
家
文

書
を
も
っ
て
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
記
録
が

残
さ
れ
て
い
な
い
。
藩
政
記
録
が
主
体
で

あ
る
宗
家
文
書
に
は
、
商
家
で
あ
る
小
田

家
は
姿
を
あ
ら
わ
さ
な
い
の
で
あ
る
。
現

存
す
る
史
料
の
少
な
さ
が
通
詞
研
究
を
さ

ま
た
げ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
小
田
幾
五
郎
の
事
績
を
知
る

た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
一
族

が
眠
る
墓
所
に
注
目
し
た
。
対
馬
藩
に
お

け
る
朝
鮮
語
通
詞
の
位
置
づ
け
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
し
た
い
。
本
稿
が
小
田
幾
五
郎
の

事
績
や
朝
鮮
語
通
詞
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
対
馬
藩
に
お
け
る
朝
鮮
語
通
詞

〓
）
　
江
戸
時
代
以
前
の
通
詞

言
葉
の
通
じ
な
い
異
国
人
と
の
円
滑
な

意
思
疎
通
に
通
詞
は
不
可
欠
で
あ
る
。
朝

鮮
半
島
と
隣
接
し
て
い
る
対
馬
に
お
い
て

も
通
詞
の
存
在
は
古
く
か
ら
確
認
で
き
る
。

た
と
え
ば
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
文
禄
・
慶
長

の
役
で
は
日
本
軍
に
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
語
を

解
す
る
通
詞
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
徳
川
将

軍
の
代
替
わ
り
を
祝
う
朝
鮮
通
信
使
の
来

聴
時
に
は
多
く
の
通
詞
が
動
員
さ
れ
て
い

る
。江
戸
時
代
に
お
い
て
も
様
々
な
場
面
で

活
躍
す
る
朝
鮮
語
通
詞
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
く
わ
え
て
対
馬
藩
は
在
外
公

館
と
し
て
の
倭
館
に
常
時
五
百
名
程
度
の

人
間
を
常
駐
し
て
い
た
。
朝
鮮
国
と
の
意

思
疎
通
は
日
常
的
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

対
馬
藩
に
お
け
る
通
詞
は
、
「
六
十
人
」

と
呼
ば
れ
る
宗
氏
の
御
用
商
人
が
母
体
と

な
っ
て
い
る
。
「
六
十
人
」
の
由
来
は
中
世

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
す
な
わ
ち
嘉
吉
元

年
（
一
四
四
一
）
　
に
宗
氏
と
と
も
に
対
馬

に
移
っ
た
旧
臣
た
ち
が
、
与
え
ら
れ
る
所

領
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
商
人
と
な
っ
て
島

に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
藩
政
時
代
に
は
商
業
活
動
で
の

特
権
を
持
つ
に
い
た
っ
た
。
江
戸
時
代
の

六
十
人
は
、
中
世
以
来
の
宗
氏
と
の
つ
な

が
り
を
由
緒
に
も
つ
　
「
古
六
十
人
」
　
と
、

慶
長
年
間
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
　
「
新
六

十
人
」
　
で
構
成
さ
れ
る
。
の
ち
後
者
は
六

十
人
格
と
し
て
次
第
に
増
員
さ
れ
て
い
く
。

商
売
の
た
め
に
朝
鮮
渡
航
が
可
能
な
六

十
人
商
人
の
な
か
に
は
、
朝
鮮
人
と
の
接

触
の
な
か
で
自
然
に
朝
鮮
語
を
身
に
付
け

て
い
く
者
が
い
た
。
対
馬
藩
は
こ
れ
に
目

を
つ
け
、
彼
ら
を
朝
鮮
語
の
通
詞
と
し
て

活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
商

行
為
や
日
常
生
活
の
な
か
で
習
得
し
た
実

践
的
な
朝
鮮
語
で
あ
っ
た
が
た
め
、
通
詞

の
質
と
し
て
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。

隣
交
之
義
二
付
、

通
詞
よ
り
切
要
成
役

人
ハ
無
之
候
、
人
二
寄
候
而
ハ
言
語
さ

へ
よ
く
通
候
へ
ハ
相
済
候
と
存
候
へ
と

も
、
聯
以
左
様
こ
て
ハ
無
之
候
、
刃
桐

（
二
）
朝
鮮
語
通
詞
の
養
成

こ
う
し
た
現
状
に
危
機
感
を
持
っ
た
の

が
、
儒
学
者
の
雨
森
芳
洲
　
（
一
六
六
八
～

一
七
五
五
）
　
で
あ
る
。
芳
洲
は
、
そ
の
著

書
『
交
隣
提
醒
』
の
な
か
で
、
対
馬
藩
に

お
け
る
対
朝
鮮
貿
易
に
お
け
る
通
詞
の
重

要
性
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

朝
鮮
二
相
務
候
御
役
人
館
守
・
裁
判
・

一
代
官
ハ
勿
論
之
事
二
候
、
其
外
ニ
ハ

も
よ
ろ
し
く
才
角
有
之
、
義
理
を
弁
へ
、

月
忍
司
引
力
ヨ
盟
剤
コ
叫
面
パ
1
魂

珂
御
用

l
一
ヨ
叫
倒
過
剰
日
面
難

醐
判
、

こ
れ
を
み
る
と
、
人
に
よ
っ
て
は
言
葉

さ
え
通
じ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
芳
洲
の
考
え
る
通
詞
と
は
、
人
柄

が
良
く
才
覚
も
あ
り
、
義
理
に
通
じ
、
上

（
主
君
）
を
第
一
に
考
え
る
者
で
な
け
れ

ば
本
当
に
役
立
つ
通
詞
と
は
言
い
難
い
と

し
て
い
る
。
儒
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
自

習
に
よ
っ
て
朝
鮮
語
を
習
得
し
外
交
の
現

場
で
の
経
験
を
積
ん
だ
芳
洲
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
通
詞
の
役
割
を
重
視
し
な
い
周
囲

に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

通
詞
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
を
み
か
ね

て
、
芳
洲
は
通
詞
養
成
の
た
め
の
専
門
教

育
機
関
の
設
置
を
進
言
し
た
。

対
馬
藩
が
芳
洲
の
提
案
を
う
け
い
れ
る

か
た
ち
で
通
詞
養
成
所
を
設
立
し
た
の
は

享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
田
代
和
生
民
の
研
究
に
く

わ
し
い
が
、
入
学
の
条
件
と
し
て
、
①
六

十
人
商
人
で
あ
る
こ
と
、
②
年
齢
十
三
～

十
五
歳
で
あ
る
こ
と
、
③
募
集
定
員
は
設

け
な
い
こ
と
、
こ
の
三
つ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
通
詞
の
母
胎
と
し
て
は

従
来
ど
お
り
の
「
六
十
人
」
出
身
と
い
う

基
調
路
線
は
堅
持
し
な
が
ら
も
、
語
学
習
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得
に
最
も
適
し
た
十
代
前
半
の
人
材
を
広

く
集
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

二
　
小
田
家
と
そ
の
墓
所

（
〓
　
小
田
家
の
由
来

小
田
家
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
菓

三
氏
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
小
田
幾
五
郎

著
『
象
背
紀
聞
』
（
国
立
国
会
図
書
館
本
の

影
印
本
）
　
の
解
説
に
詳
し
い
。
こ
の
解
説

は
鈴
木
氏
の
研
究
協
力
者
で
あ
る
酵
泉
院

住
持
の
安
藤
良
俊
氏
が
蒐
集
し
た
小
田
幾

五
郎
関
係
資
料
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
。

先
学
の
労
作
を
も
と
に
、
小
田
家
に
つ
い

て
概
観
し
て
み
た
い
。

鈴
木
氏
が
引
用
し
て
い
る
　
「
小
田
家
家

譜
」
　
に
よ
れ
ば
、
小
田
家
の
遠
祖
は
小
田

林
庵
と
い
う
肥
前
国
小
田
村
か
ら
対
馬
に

移
り
住
ん
だ
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

小
田
家
は
、
先
述
し
た
中
世
以
来
の
由
緒

を
も
つ
　
「
古
六
十
人
」
　
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
二
）
　
小
田
家
菩
提
寺
の
海
岸
寺

小
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
常
柴
山
海
岸

寺
は
、
浄
土
宗
知
恩
院
の
末
寺
で
あ
る
。

厳
原
港
の
西
側
、
立
亀
岩
を
の
ぞ
む
日
当

た
り
の
良
い
山
の
中
腹
に
在
る
。

海
岸
寺
の
歴
史
は
古
く
、
文
明
二
年
（
一

四
七
〇
）
　
に
根
馨
上
人
が
前
濱
の
ほ
と
り

に
創
建
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後

に
移
転
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
天
正
八
年
（
一

五
八
〇
）
　
に
は
現
在
の
地
に
移
っ
た
。
寛

文
二
年
　
二
六
六
二
）
　
に
は
、
す
で
に
廃

止
さ
れ
た
潮
光
庵
の
寺
務
お
よ
び
什
物
を

海
岸
寺
が
管
掌
す
る
こ
と
と
な
っ
た
　
（
の

ち
に
潮
光
庵
と
合
併
）
。

藩
政
時
代
の
海
岸
寺
は
、
宗
義
智
夫
人

の
威
徳
院
の
由
緒
寺
と
し
て
、
藩
主
の
代

参
が
行
わ
れ
て
い
た
。
宗
家
文
庫
『
毎
日

記
』
に
は
、
宝
永
七
年
　
（
一
七
一
〇
）
　
正

月
二
十
一
日
付
で
海
岸
寺
か
ら
本
堂
改
修

に
係
る
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
　
「
板
屋
の
本
堂
は
折
々
の
強
風

に
よ
っ
て
は
破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
困
惑

し
て
い
る
の
で
瓦
葺
き
に
変
え
た
い
。
つ

い
て
は
改
修
費
用
の
補
助
を
し
て
ほ
し

い
」
　
と
の
内
容
で
あ
る
。
藩
側
は
海
岸
寺

修
理
の
た
め
の
財
政
的
補
助
は
先
例
が
無

い
と
し
な
が
ら
も
、
威
徳
院
の
由
緒
寺
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
白
米
三
俵
を
下
賜
し
て

い
る
。ち
な
み
に
、
同
寺
に
は
そ
の
名
を
今
に

も
残
す
人
物
の
墓
所
が
あ
る
。
寛
文
年
間

に
藩
政
改
革
を
断
行
し
た
が
藩
主
の
怒
り

を
買
い
断
罪
さ
れ
た
大
浦
権
太
夫
、
飛
び

地
で
あ
る
田
代
領
　
（
佐
賀
県
鳥
栖
市
域
）

の
副
代
官
と
し
て
活
躍
し
た
賀
島
如
軒
、

ま
た
鯨
組
を
組
織
し
財
を
築
き
あ
げ
た
亀

谷
卯
右
衛
門
で
あ
る
。

ま
た
、
同
寺
の
現
在
の
本
堂
は
、
も
と

万
松
院
境
内
に
あ
り
明
治
初
年
に
廃
絶
し

た
東
照
宮
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
偉

人
の
墓
と
と
も
に
、
往
時
を
し
の
ぶ
こ
と

の
で
き
る
散
策
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。海岸寺本堂のようす

（
三
）
　
小
田
家
墓
所
に
つ
い
て

死
者
の
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
る
石

造
墓
塔
　
（
以
下
、
墓
石
）
　
は
、
江
戸
時
代

中
期
以
降
に
庶
民
に
も
広
ま
っ
た
。
（
『
日

本
民
俗
大
辞
典
』
）
対
馬
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、
現
在
で
も
当
該
期
の
墓
石
を

よ
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

海
岸
寺
の
小
田
家
墓
所
は
幅
5
㍍
、
奥

行
き
8
㍍
ほ
ど
の
広
さ
で
、
本
堂
の
敷
地

部
分
よ
り
も
2
㍍
ほ
ど
高
台
に
位
置
す
る
。

そ
こ
に
は
、
全
部
で
十
八
基
の
墓
石
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
墓
石
は
そ
の
多

く
が
角
柱
型
で
あ
り
、
江
戸
後
期
の
墓
と

し
て
は
典
型
的
な
様
式
で
あ
る
。

妻

妻

妻妻

図1　小田家の家系図（部分）
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次
頁
に
あ
げ
た
表
1
で
は
十
八
基
の
墓

石
に
つ
い
て
正
面
・
右
側
面
・
左
側
面
の

三
方
向
に
刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
を
ま
と
め
、

ま
た
図
2
は
石
造
墓
塔
の
配
置
場
所
を
示

し
て
い
る
。

十
八
基
の
墓
石
の
う
ち
、
最
も
古
い
年

代
の
も
の
は
元
禄
八
年
　
二
六
九
五
）
　
の

年
記
を
も
つ
m
⑰
・
小
田
五
郎
右
衛
門
墓

で
あ
り
、
一
方
で
最
も
新
し
い
の
は
恥
②

の
明
治
二
十
年
　
（
一
八
八
七
）
　
の
小
田
管

作
の
長
女
サ
キ
墓
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
当
該
墓
所
が
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十

九
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
小
田
家
一
族
の

墓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
先
に
示
し
た
小
田
家
の
家
系
図

（
図
l
）
　
と
と
も
に
、
墓
石
の
状
況
を
み

て
い
き
た
い
。

小
潤
幾
五
郎
の
祖
父
に
あ
た
る
幾
右
衛

門
は
、
別
家
か
ら
入
り
、
従
兄
弟
・
五
郎

右
衛
門
の
跡
を
継
い
だ
。
当
時
の
小
田
家

は
酒
屋
・
質
屋
を
営
み
、
上
方
に
も
船
を

出
す
な
ど
、
か
な
り
盛
ん
に
商
業
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
享
保
年
間
に
起
こ
っ
た
二
度
の
府
中

火
災
に
よ
っ
て
財
産
の
多
く
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
幾
右
衛
門
は
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
　
に
死
去
し
た
。

幾
右
衛
門
の
子
の
藤
八
郎
は
、
享
保
十

年
　
（
一
七
二
五
）
　
に
生
ま
れ
、
文
化
十
年

（
一
八
〇
〇
）
　
に
没
し
て
い
る
。
藤
八
郎

に
関
す
る
事
績
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、

藤
八
郎
の
子
が
幾
五
郎
で
あ
る
。

小
田
幾
五
郎
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

十
一
月
二
十
八
日
生
ま
れ
。
諌
・
致
久
、

号
・
三
菱
。
明
和
四
年
　
（
一
七
六
七
）
　
に

朝
鮮
詞
稽
古
の
た
め
倭
館
に
渡
っ
た
。
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
倭
館
は
朝
鮮

語
を
習
得
す
る
た
め
の
格
好
の
場
所
で
あ

っ
た
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
　
に
は
詞

稽
古
免
札
を
許
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
　
に
は
五
人
通
詞
に
、

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
　
に
は
稽
古
通
詞

に
昇
格
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
　
に
は
本
通
詞
、
寛
政
七
年

に
は
大
通
詞
ま
で
勤
め
て
い
る
。
文
化
五

年
（
一
八
〇
八
）
大
通
詞
を
退
役
、
詞
稽

古
指
南
役
頭
と
な
る
。
天
保
二
年
二
八

三
一
）
　
十
月
二
十
二
日
に
没
し
て
い
る
。

そ
の
活
動
時
期
の
う
ち
、
寛
政
年
間
か

ら
文
化
年
間
に
か
け
て
は
、
文
化
八
年
（
一

八
二
）
　
に
朝
鮮
通
信
使
を
対
馬
で
迎
え

た
い
わ
ゆ
る
易
地
聴
礼
を
ま
と
め
る
た
め

対
朝
鮮
交
渉
に
あ
た
っ
た
時
期
で
あ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
幾
五
郎
の
通
詞
と
し
て

の
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
し
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。

幾
五
郎
に
は
管
作
・
茂
作
の
二
人
の
子

が
い
た
。

管
作
は
父
同
様
に
通
詞
の
道
に
進
み
、

『
象
背
紀
聞
拾
遺
』
と
い
う
書
籍
を
遣
し

て
い
る
。
（
m
⑨
）

一
方
の
茂
作
は
、
名
を
幾
右
衛
門
と
改

め
、
文
政
元
年
八
月
廿
四
日
に
士
分
　
（
御

徒
士
）
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。
（
宗
家

文
庫
「
奉
公
帳
」
）
こ
れ
は
、
父
幾
五
郎
の
　
　
社
、
二
〇
〇
七
年
）

功
績
に
よ
る
小
田
家
に
対
し
て
の
恩
賞
の

意
味
が
あ
っ
た
。
晩
年
に
は
名
を
多
兵
衛

と
改
め
て
い
る
。
（
‰
⑭
）

お
わ
り
に

海
岸
寺
住
職
に
お
話
を
う
か
が
う
と
、

今
回
紹
介
し
た
小
田
家
の
墓
域
は
数
年
前

ま
で
は
竹
が
お
い
茂
り
、
と
て
も
人
が
踏

む
こ
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

近
年
竹
を
伐
採
し
て
よ
う
や
く
墓
石
の
存

在
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
も
小
田

家
の
墓
を
守
る
子
孫
の
方
が
不
在
で
あ
る

こ
と
に
起
因
す
る
の
だ
と
い
う
。

島
内
人
口
の
減
少
と
と
も
に
墓
守
り
の

い
な
い
墓
と
い
う
問
題
は
何
も
小
田
家
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
墓
石
が

も
た
ら
す
歴
史
情
報
は
予
想
以
上
に
豊
富

で
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
墓
所
の
保
存

が
問
題
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
今
回
の
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、

墓
地
の
調
査
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
い
た

海
岸
寺
様
、
ま
た
、
小
田
家
墓
所
に
つ
い
て

貴
重
な
情
報
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
本
館
前

課
長
の
斎
藤
弘
征
氏
に
対
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
）

写真2　小田管作墓　　　　写真1　小田幾五郎墓

【
参
考
文
献
】

米
谷
均
　
「
対
馬
藩
の
朝
鮮
通
詞
と
雨
森
芳

洲
」
　
（
『
海
事
史
研
究
』
四
八
、
一
九
九
一

年
）
田
代
和
生
『
日
朝
交
易
と
対
馬
藩
』
（
創
文

写真3　小田家墓所の様子
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賢 元 林 小 元 貞 迅 永 快 還 照 童 露 寂 英 小 大 賓 正 性 本 淑 啓 繹 轄 賢 正
三 諦 禄 悟 田禄 保 蓮 慶 楽 馨 署 女 園 馨 馨 田 馨 馨 馨 馨 馨 馨 馨 妙 替 馨 面
月 妙 十 □ 五 八 竜 亭 舎 亭 妙 了 静 良 幾 肇 理 妙 清 等 良 良 琳 毒 了
十 覚 三 ロ 郎 年 安 覚 保 安 本 光 貞 才 五 節 貞 貞 因 性 貞 哉 善 相 智
七 信 ［ 居 右 八 j塾 督 督 督 信 蓋 居 郎 大 大 善 居 大 居 尼 大 居
日女
之
墓 ］

士 衛 月
門 十
墓 一
日

毒
養
大
姉

．知

正
居
士

妙 浄
毒 隠
大 居
姉 士

女 女 士 墓 姉 姉 女 士 姉 士 姉 士

】 l

行 小 安 寓 一 俗 小 俗 小 俗 小 小

l

旧 明 小 俗 右
隼 田 政 同 延 月 名 田 名 田 正 名 田 田 八 治 田 名 側
九 幾 六 四 人 元 小 二 行 小 伍 小 管 蓉 小 幾 郡 月　三 管 小 面

拾 五 月　巳 庚 田　日 隼 田 作 田 作 定 田 右 之 十 十 作 田
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中
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四
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右
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十 元 小 小 安 天 文 弘 弘 十 天 宝 安 嘉 小 旧 明 加 明 安 左
二 治
月 元

田
五
田 政
多 六

明
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化
五

文
政

化
四

化
四
月 保
廿 一

暦
六
サ 永

四
同 田
与
十 治 三

一 十 童

治
廿

政
六
側
面

十 甲 郎 兵 己 丁 年
一

丁 丁
二 重 丙 甲 辛 兵 月　八 子 年 八 己

四午 右 衛 未 未
　　［

年 未 未 目卯 子 午 未 妻 衛 廿 年 丁 月 末
日年 衛

ヨ
正
月
年 年

十
年
五

年 年
正
正
月
年 四

日士

亥 八 年

日
P
致

廿 月 月 廿
／＼
月

［コ
田
A 、

月

柴 七
日

不
明

月
初

目

八

日

十

日

五

日

廿
九
日

：工 ミ
人 ツ
妻 事

日

表1　小田家墓碑銘一覧

図2　海岸寺小田家墓所配置図
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旧
金
石
城
磨
鼠
の
発
振
と
整
備

対
馬
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

尾
上
博
一

平
成
二
〇
年
二
月
六
日
に
名
勝
に
指

定
さ
れ
た
旧
金
石
城
庭
園
は
「
心
字
池
」

と
呼
ば
れ
、
広
く
　
「
殿
様
の
池
」
　
と
し

て
知
ら
れ
て
き
た
。

数
個
の
大
き
な
石
と
不
整
な
池
か
ら

な
る
　
「
心
字
池
」
　
は
、
か
つ
て
こ
こ
に

通
っ
て
い
た
厳
原
中
学
校
の
生
徒
の
遊

び
場
で
あ
り
、
町
民
に
と
つ
て
は
由
来

の
不
明
な
古
い
庭
で
し
か
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
　
「
心
字
池
」
　
が
発
掘
調

査
と
修
復
整
備
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の

姿
そ
の
ま
ま
に
美
し
く
廷
っ
た
。
本
稿

で
は
調
査
と
整
備
を
振
り
返
り
、
そ
の

価
値
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
い
。

一
　
背
景

旧
金
石
城
庭
園
は
厳
原
町
今
屋
敷
に

あ
る
史
跡
　
「
金
石
城
跡
」
　
の
西
部
に
位

置
す
る
。
今
屋
敷
地
区
は
清
水
山
の
南

東
側
山
麓
に
広
が
る
平
地
で
、
西
流
す

る
金
石
川
を
挟
ん
で
南
の
国
分
地
区
と

相
対
す
る
。

こ
の
金
石
川
に
沿
っ
て
石
垣
が
築
か

れ
た
の
は
十
七
世
紀
半
ば
寛
文
年
間
の

頃
で
、
そ
れ
ま
で
居
館
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
　
「
金
石
屋
形
」
　
は
こ
れ
を
機
に

「
金
石
城
」
　
と
な
っ
た
。
城
壁
と
と
も

に
櫓
を
建
て
、
整
備
さ
れ
た
金
石
城
は
、

現
在
の
対
馬
市
役
所
の
北
に
か
か
る
桜

橋
あ
た
り
を
大
手
門
と
し
、
こ
れ
よ
り

西
の
平
地
一
帯
を
敷
地
と
し
て
い
た
。

宗
家
二
一
代
第
三
代
対
馬
藩
主
・
宗

義
真
は
金
石
の
地
で
の
城
櫓
整
備
か
ら

お
よ
そ
十
年
の
後
に
桟
原
に
新
し
く
館

を
設
け
た
が
、
そ
の
後
も
金
石
城
は
廃

絶
さ
れ
る
こ
と
な
く
　
「
御
城
」
　
と
し
て

「
御
屋
敷
」
　
で
あ
る
桟
原
城
と
と
も
に

百
年
以
上
に
わ
た
り
用
い
ら
れ
続
け
た
。

旧
金
石
城
庭
園
の
作
庭
の
経
緯
は
明

ら
か
で
な
い
。
し
か
し
宗
家
文
書
の
『
毎

日
記
』
　
の
な
か
に
城
の
庭
造
り
に
関
す

る
く
だ
り
が
あ
り
、
一
六
九
〇
年
　
（
元

禄
三
）
　
か
ら
一
六
九
三
年
　
（
元
禄
六
）

に
か
け
て
藩
主
の
命
で
中
庭
茂
三
の
手

に
よ
り
作
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

二
　
調
査
と
整
備
に
至
る
経
緯

平
成
二
年
度
か
ら
四
年
度
に
か
け
て
、

「
心
字
池
」
　
周
辺
を
公
園
と
し
て
整
備

す
る
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
厳
原
町
は

遺
跡
　
「
金
石
城
跡
」
　
を
中
心
と
し
た
一

帯
の
整
備
を
町
の
振
興
計
画
に
据
え
て

い
た
が
、
町
教
育
委
員
会
は
平
成
三
年

七
月
に
あ
ら
た
め
て
金
石
城
跡
周
辺
整

備
計
画
案
を
長
崎
県
文
化
課
に
提
出
す

る
な
ど
遺
跡
の
整
備
計
画
を
進
め
て
い

た
。そ
の
後
　
「
城
下
町
厳
原
拠
点
整
備
計

画
」
事
業
に
と
も
な
う
工
事
中
の
平
成

四
年
二
月
に
、
城
の
北
西
部
に
残
る
櫓

跡
で
石
敷
き
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
平
成
四
年
七
月
一
日
～
一

二
日
と
、
同
年
八
月
二
四
日
～
九
月
二

日
ま
で
町
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り

四
六
〇
2
m
を
緊
急
発
掘
調
査
し
た
。
こ

の
調
査
で
東
西
櫓
跡
と
中
央
の
石
敷
き
、

長
さ
六
〇
尺
、
幅
六
尺
の
石
垣
を
検
出

し
、
石
垣
は
途
中
で
六
〇
度
折
れ
て
城

内
方
向
に
伸
び
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。町
教
育
委
員
会
は
平
成
五
年
度
か
ら

対
馬
藩
主
宗
家
墓
所
等
保
存
整
備
委
員

会
を
設
置
し
、
平
成
七
年
度
に
は
史
跡

対
馬
藩
主
宗
家
墓
所
等
保
存
整
備
基
本

計
画
書
を
刊
行
し
て
清
水
山
城
跡
と
対

馬
藩
主
宗
家
墓
所
及
び
金
石
城
跡
の
整

備
に
着
手
し
た
。
ま
た
整
備
計
画
の
検

討
と
並
行
し
て
金
石
城
跡
の
国
に
よ
る

史
跡
指
定
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、

申
請
か
ら
三
年
を
経
た
平
成
七
年
三
月

二
八
日
、
晴
れ
て
指
定
を
受
け
る
運
び

と
な
っ
た
。

平
成
九
年
度
（
一
九
九
七
）
か
ら
は
、

基
本
計
画
に
基
づ
き
庭
園
部
分
の
範
囲

確
認
調
査
を
継
続
し
て
平
成
一
六
年
度

（
二
〇
〇
四
）
　
ま
で
実
施
し
た
。

な
お
、
昭
和
五
七
年
　
（
一
九
八
二
）

に
は
厳
原
地
区
体
育
館
建
設
に
と
も
な

ぅ
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
庭
園
の
導
水

部
分
に
繋
が
る
石
垣
や
、
井
戸
な
ど
の

建
物
遺
構
を
発
見
し
て
い
る
。

平
成
二
年
度
か
ら
平
成
一
三
年
度

ま
で
土
砂
掘
削
な
ど
埋
め
立
て
土
の
除

去
に
よ
り
整
備
の
予
備
工
事
に
取
り
か

か
り
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
景
石
据
え

直
し
や
水
路
の
保
存
修
理
と
い
っ
た
本

格
的
な
整
備
を
開
始
し
た
。
植
栽
及
び

園
路
舗
装
、
学
習
施
設
整
備
等
を
平
成

一
九
年
度
ま
で
実
施
し
、
環
境
を
整
え

た
後
、
平
成
二
〇
年
五
月
か
ら
　
「
名
勝

対
馬
市
旧
金
石
城
庭
園
」
　
と
し
て
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

三
　
発
掘
調
査

〓
）
　
調
査
を
め
ぐ
る
状
況

発
掘
調
査
は
困
難
を
極
め
た
。

明
治
以
降
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
、

庭
園
は
深
い
地
下
に
あ
り
、
遺
構
を
検

出
す
る
た
め
に
は
と
に
か
く
ま
ず
パ
ワ

ー
シ
ョ
ベ
ル
で
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ

ー
ト
ル
の
土
を
取
り
除
か
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
調
査
地
は
　
「
清

水
ヶ
丘
」
　
と
呼
ば
れ
る
地
名
に
ふ
さ
わ
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し
く
大
量
に
わ
き
水
が
発
生
す
る
と
こ

ろ
で
、
二
台
の
水
中
ポ
ン
プ
で
止
め
ど

な
い
水
を
吸
い
出
し
、
・
ひ
し
ゃ
く
や
バ

ケ
ツ
で
掻
い
出
し
な
が
ら
掘
り
進
め
る

日
々
で
あ
っ
た
。
と
く
に
池
の
導
水
部

と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
は
、
作
業
員
と

も
ど
も
皆
が
水
ま
み
れ
、
泥
ま
み
れ
に

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

調査前の状況（東から）

調
査
開
始
か
ら
数
年
は
庭
園
の
全
容

は
も
ち
ろ
ん
、
貯
水
池
や
水
路
な
ど
遺

構
の
形
状
や
配
置
、
相
互
の
関
係
な
ど

全
て
が
香
と
し
て
知
れ
な
か
っ
た
。

調
査
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
一
九
世

紀
は
じ
め
頃
に
作
ら
れ
た
金
石
城
内
部

を
描
い
た
絵
図
で
あ
っ
た
が
、
描
か
れ

た
　
「
泉
水
跡
」
　
は
水
路
が
付
い
た
貯
水

部
分
の
平
面
形
状
だ
け
で
、
景
石
の
表

現
は
皆
無
だ
っ
た
。
ま
し
て
範
囲
は
広

大
で
極
端
な
高
低
差
が
あ
り
、
近
代
以

降
の
工
事
や
埋
め
立
て
で
土
層
は
乱
れ
、

遺
構
の
生
死
や
先
後
・
共
存
関
係
、
相

互
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
。遺
跡
は
文
化
財
で
あ
り
、
国
民
共
有

の
財
産
で
あ
る
。
行
政
は
こ
れ
を
適
切

に
保
護
し
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
義

務
と
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
発
掘
調
査

は
破
壊
と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
学
術
的

に
正
確
な
手
段
と
方
法
、
手
続
き
を
取

ら
な
い
限
り
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
要

件
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件

で
は
調
査
面
積
・
内
容
に
比
し
て
人
手

不
足
、
態
勢
の
不
備
は
否
め
ず
、
必
然
、

時
間
を
か
け
る
以
外
に
道
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
全
体
像
が
現
れ
る
ま
で
に
七

年
の
歳
月
を
費
や
し
た
の
で
あ
る
。
平

成
一
七
年
度
以
降
は
整
備
復
元
工
事
と

並
行
し
て
細
部
の
解
明
調
査
に
あ
た
っ

た
が
、
誰
の
目
に
も
明
瞭
に
成
果
が
顕

現
す
る
に
は
さ
ら
に
時
間
を
要
し
、
批

判
、
叱
咤
激
励
を
受
け
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
。

的
な
も
の
だ
っ
た
。

庭
園
は
万
松
院
に
抜
け
る
櫓
跡
か
ら

体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
を
一
体
的

に
構
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
万
松
院

へ
抜
け
る
櫓
跡
は
い
わ
ゆ
る
溺
め
手
門

で
あ
る
が
、
藩
主
の
屋
形
が
あ
っ
た
現

在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
体
育
館
横
を
抜

け
る
通
路
と
な
っ
て
い
る
。
体
育
館
の

下
に
は
一
九
八
二
年
に
発
掘
し
、
検
出

さ
れ
た
遺
構
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。

遺
構
は
先
に
述
べ
た
文
化
年
間
の
絵
図

に
措
か
れ
た
建
物
と
形
状
や
位
置
が
合

致
し
て
お
り
、
一
九
世
紀
初
頭
に
綴
ら

れ
た
　
「
草
場
堀
川
日
記
」
　
に
お
け
る
金

石
城
の
記
述
か
ら
文
化
八
年
の
易
地
碑

礼
に
と
も
な
う
朝
鮮
通
信
使
来
島
に
合

わ
せ
て
建
設
、
整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
櫓
跡
か
ら

伸
び
る
石
垣
　
（
石
塀
）
　
と
そ
れ
に
並
行

す
る
二
本
の
水
路
は
本
調
査
で
検
出
し

（
二
）
　
調
査
の
成
果

前
述
の
と
お
り
調
査
は
長
期
に
わ
た

り
、
年
ご
と
に
明
ら
か
に
な
る
内
容
は

断
続
的
で
あ
っ
た
が
、
集
約
さ
れ
た
成

果
は
　
「
心
字
池
」
　
が
全
国
的
に
も
希
少

で
高
い
価
値
を
持
つ
こ
と
を
示
す
特
徴

出土した二本の水路（南から）

た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
文
化
年
間
の
絵

図
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
な
か
な
か
全
貌
を
見
せ
な
か

っ
た
池
で
あ
る
が
、
堆
積
し
た
埋
め
立

て
土
を
掘
り
、
つ
い
に
明
ら
か
に
な
っ

た
そ
の
姿
は
、
接
続
す
る
排
水
路
と
と

も
に
実
に
見
事
に
絵
図
と
形
状
が
合
致

し
た
の
で
あ
る
。
発
掘
で
遺
構
を
明
ら

か
に
し
、
復
元
さ
れ
た
庭
園
は
ほ
か
に

も
あ
る
が
、
文
献
資
料
と
考
古
学
的
成

果
が
良
く
合
致
し
た
事
例
と
し
て
特
筆

さ
れ
る
。

旧
金
石
城
庭
園
は
易
地
碑
礼
の
時
代

に
は
す
で
に
泉
水
　
「
跡
」
　
だ
っ
た
わ
け

だ
が
、
池
へ
の
導
水
路
が
体
育
館
下
の

建
物
遺
構
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
施
設
新
築
に
あ
た
っ
て
取
り

潰
す
の
で
は
な
く
、
活
用
を
目
的
と
し

て
復
原
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
注
目
さ
れ
る
成
果
を
い
く

つ
か
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

①
池
底
は
水
漏
れ
防
止
の
た
め
に
粘

土
を
何
層
も
叩
き
し
め
な
が
ら
重
ね
た

版
築
と
い
う
構
造
に
し
て
い
る
。

②
池
底
に
は
玉
砂
利
を
敷
き
つ
め
て

い
る
。
③
庭
の
北
側
に
あ
る
導
水
路
を
使
っ

て
池
に
水
を
導
き
、
東
側
に
排
水
路
を

作
っ
て
い
る
。

④
石
英
斑
岩
と
い
う
白
い
石
の
風
化
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土
を
一
部
で
化
粧
の
よ
う
に
塗
っ
て
い

る
。版
築
は
古
く
は
古
墳
時
代
に
古
墳
の

墳
丘
を
盛
り
上
げ
る
と
き
に
使
用
し
た

技
法
で
、
旧
金
石
城
庭
園
で
は
地
元
で

産
出
す
る
石
英
斑
岩
を
細
か
く
砕
い
て

粉
末
状
に
し
た
白
い
土
と
、
粘
り
け
の

あ
る
赤
土
を
交
互
に
重
ね
て
い
る
。
非

常
に
硬
質
で
強
固
で
あ
り
、
漏
水
防
止

に
高
い
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

に
導
い
て
い
る
。
排
水
路
は
現
地
で
観

察
す
る
と
分
か
る
が
、
実
は
池
と
直
接

繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
排
水
口

も
開
い
て
い
な
い
。

版築（画面下1／3の赤い部分）

排水路（正面奥が閉じている）

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

背
後
に
万
松
院
の
山
門
を
望
む
よ
う

に
、
庭
園
の
正
面
に
立
つ
と
、
眼
前
に

大
小
の
景
石
で
囲
ま
れ
た
出
島
が
あ
る
。

石
橋
で
わ
た
る
こ
の
出
島
は
洲
浜
の
玉

砂
利
敷
き
か
ら
上
方
を
版
築
に
も
使
っ

た
石
英
斑
岩
製
の
白
土
を
表
面
に
塗
っ

て
い
る
。
調
査
時
に
は
剥
落
が
目
立
っ

た
が
作
庭
時
に
は
白
色
に
美
し
く
化
粧

仕
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

池
底
に
玉
砂
利
を
敷
く
　
「
洲
浜
」
　
と

呼
ば
れ
る
庭
作
り
の
技
法
は
奈
良
、
平

安
時
代
に
流
行
し
た
が
、
近
世
に
造
ら

れ
た
庭
園
で
採
用
し
て
い
る
例
は
珍
し

く
、
貴
重
で
あ
る
。

導
水
路
が
建
物
遺
構
に
連
な
っ
て
い

る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
背
後
の
山

か
ら
湧
き
出
る
水
を
巧
み
に
集
め
、
池

排
水
路
の
西
側
は
暗
渠
と
な
っ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
は
大
雨
な
ど
で
適
量
を

超
え
て
水
が
溢
れ
た
場
合
に
排
出
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
構
造
な
の
で
あ
ろ
う
。

排
水
口
が
閉
じ
た
水
路
も
例
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
珍
し
い
。
壁
面
の
石
垣

に
浸
透
さ
せ
て
濾
過
排
水
さ
せ
る
仕
組

み
だ
が
、
実
際
に
梅
雨
時
期
の
大
雨
や

台
風
後
に
観
察
す
る
と
、
そ
の
機
能
は

非
常
に
優
秀
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

排
水
路
の
天
端
を
完
全
に
覆
い
隠
す
ほ

ど
の
水
量
が
あ
っ
て
も
、
半
日
あ
れ
ば

完
全
に
通
常
の
水
位
に
下
が
っ
て
し
ま

ぅ
。
排
出
さ
れ
る
水
は
金
石
川
に
築
か

れ
た
城
壁
の
下
か
ら
し
み
出
し
て
い
く

洲浜（奥に出島、右奥は中島）

四
　
整
備

調
査
で
概
要
が
把
握
さ
れ
、
平
成
一

六
年
度
以
降
、
本
格
的
に
保
存
修
理
工

事
に
取
り
か
か
っ
た
。
庭
園
は
一
七
世

紀
後
半
の
作
庭
時
の
遺
構
、
易
地
聴
礼

に
係
わ
る
改
修
時
の
遺
構
、
作
庭
以
前

に
造
ら
れ
た
城
の
遺
構
と
い
う
異
な
る

時
代
の
遺
構
が
複
合
し
て
い
る
。
整
備

で
は
作
庭
当
時
の
姿
に
復
元
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
、
以
前
の
遺
構
は
歴
史
的

背
景
を
想
起
さ
せ
る
程
度
に
見
せ
、
以

後
の
遺
構
は
易
地
聴
礼
を
物
語
る
資
料

と
し
て
必
要
な
程
度
に
見
せ
る
こ
と
に

し
た
。
な
お
修
理
・
復
元
は
本
質
的
価

値
を
減
じ
な
い
よ
う
、
史
跡
整
備
の
原

則
に
則
り
可
能
な
限
り
新
建
材
を
忌
避

し
た
。庭
を
描
い
た
史
料
と
し
て
二
つ
の
絵

図
が
存
在
し
て
い
た
が
、
詳
細
を
確
定

す
る
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
地
割
り
及

び
造
成
は
発
掘
調
査
の
成
果
を
主
な
拠

り
所
と
し
た
。

景
石
と
護
岸
石
は
測
量
図
と
現
物
に

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
番
号
を
一
つ
ず
つ

割
り
振
り
、
工
事
前
後
の
位
置
及
び
状

態
、
個
々
の
重
量
を
記
録
し
た
。
大
別

す
る
と
原
位
置
を
と
ど
め
た
も
の
と
逸

し
た
も
の
の
二
つ
が
あ
る
。
こ
れ
を
細

別
し
①
作
庭
当
時
か
ら
不
動
の
も
の
②

ほ
ぼ
原
位
置
を
と
ど
め
る
が
ズ
レ
、
傾

き
が
見
ら
れ
る
も
の
③
近
年
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
④
根
石
や
抜
き
取
り
穴
が
確
認
で

き
る
痕
跡
の
四
つ
に
分
類
し
た
。
作
業
で

は
①
は
そ
の
場
で
安
定
を
図
り
、
②
は

周
囲
と
の
調
和
を
見
な
が
ら
修
正
し
、

③
は
撤
去
し
た
。
④
は
③
の
石
材
や
調

査
で
出
土
し
た
石
材
を
用
い
て
復
元
し

た
。遺
跡
の
整
備
で
は
　
「
本
物
」
　
を
見
せ

る
た
め
に
出
土
し
た
遺
構
を
そ
の
ま
ま
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露
出
展
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し

こ
の
手
法
は
流
水
な
ど
に
よ
る
風
化
、

劣
化
に
よ
り
長
期
的
、
短
期
的
な
き
損

を
生
じ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

危
険
回
避
の
手
段
と
し
て
遺
構
を
被
覆

し
、
直
上
に
複
製
品
を
展
示
す
る
方
法

が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
作
庭
当
時
へ
の

復
元
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
る
の
で
、

整
備
面
と
遺
構
面
は
可
能
な
限
り
接
近

す
る
よ
う
設
計
し
た
。
遺
構
を
被
覆
す

る
盛
り
土
厚
は
箇
所
ご
と
に
調
整
し
た

が
、
貯
水
部
に
お
い
て
は
と
く
に
慎
重

な
検
討
が
必
要
だ
っ
た
。
池
の
水
面
高

は
汀
線
の
形
状
と
景
色
に
大
き
く
関
わ

り
、
水
深
も
景
色
の
印
象
を
左
右
す
る

要
素
で
あ
る
。
被
覆
が
厚
い
場
合
、
水

深
を
維
持
す
る
と
汀
線
は
外
に
拡
大
し

形
状
も
変
わ
る
。
一
方
汀
線
の
形
状
を

維
持
し
ょ
う
と
す
る
と
水
深
は
浅
く
な

る
。
被
覆
が
あ
ま
り
薄
い
と
遺
構
を
保

護
す
る
効
果
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
検

討
の
結
果
、
遺
構
上
に
不
織
布
を
敷
き
、

石
灰
を
混
ぜ
て
練
っ
た
赤
土
を
盛
り
、

五
c
m
の
厚
さ
に
叩
き
し
め
て
遺
構
保
護

と
漏
水
防
止
を
図
っ
た
。

五
　
庭
園
の
評
価

庭
園
を
屋
敷
が
あ
っ
た
東
方
か
ら
眺

め
る
と
、
万
松
院
や
背
後
の
山
が
借
景

と
な
り
、
斜
面
が
大
き
な
石
を
経
て
玉

砂
利
に
続
き
、
水
中
に
没
し
て
い
く
。

北
に
は
渓
流
を
写
し
た
水
路
が
水
を
運

ぶ
。
景
石
は
紫
に
も
見
え
る
対
馬
の
構

成
岩
石
を
代
表
す
る
水
性
堆
積
岩
で
、

水
辺
の
玉
砂
利
や
角
度
の
急
な
斜
面
で

造
ら
れ
た
景
色
は
、
対
馬
の
象
徴
的
な

海
岸
風
景
を
模
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

水
回
り
を
中
心
と
し
た
各
部
の
特
殊
な

構
造
、
希
少
な
意
匠
、
独
特
な
作
庭
精

神
が
う
か
が
え
る
地
域
の
風
土
を
生
か

し
た
特
徴
あ
る
作
り
、
庭
園
と
し
て
の

美
し
さ
、
絵
図
と
合
致
す
る
考
古
学
的

な
成
果
、
中
世
以
降
対
馬
を
治
め
、
近

世
は
日
朝
貿
易
を
軸
に
隆
盛
し
日
本
の

通
商
外
交
史
を
語
る
上
で
不
可
避
な
対

馬
藩
主
の
庭
園
と
い
う
歴
史
的
背
景
な

ど
、
列
挙
に
い
と
ま
の
な
い
多
く
の
特

色
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
意
匠
・
構
造
上
の
特
質
が

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
明
確
に
な
り
、
庭

園
遺
構
と
し
て
審
美
的
価
値
の
源
と
な

る
園
池
の
骨
格
が
極
め
て
良
好
に
残
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
調
査
成
果

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
修
復
整
備
で
築

造
当
時
の
姿
に
復
元
さ
れ
、
芸
術
上
・

鑑
賞
上
の
価
値
が
顕
在
化
し
た
。
そ
の

存
在
は
国
内
の
庭
園
史
上
に
お
い
て
高

い
評
価
を
受
け
、
名
勝
と
し
て
指
定
さ

れ
る
運
び
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
芸
術
及
び
鑑
賞
上
、
庭
園
史
に

お
け
る
学
術
上
極
め
て
貴
重
な
事
例
で

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
。
こ

れ
は
庭
園
の
整
備
を
監
修
し
て
い
た
だ

い
た
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
中
村
一
整

備
委
員
が
常
々
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
仕
立
物
の
松
の
植
え
込
み
や
景

石
の
据
え
直
し
は
、
金
閣
寺
庭
園
の
管

理
を
長
年
請
け
負
っ
て
き
た
庭
師
の
玉

根
徳
四
郎
氏
　
（
文
化
財
庭
園
保
存
技
術

者
協
議
会
代
表
）
　
に
弟
子
の
方
々
と
と

も
に
指
導
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
は
氏

が
旧
金
石
城
庭
園
を
大
変
評
価
さ
れ
て

自
ら
申
し
出
て
い
た
だ
い
て
の
こ
と
だ

っ
た
。
公
開
後
、
市
外
、
県
外
か
ら
の

観
光
客
の
な
か
に
は
こ
こ
を
目
的
に
京

都
か
ら
来
島
さ
れ
た
と
い
う
方
も
お
り
、

今
ま
で
付
さ
れ
て
き
た
評
価
は
確
か
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

大
　
公
開
と
活
用

平
成
二
〇
年
の
五
月
か
ら
一
般
公
開

と
な
っ
た
が
、
今
後
は
活
用
方
法
を
模

索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旧

金
石
城
庭
園
は
長
崎
県
内
で
三
件
目
の

名
勝
庭
園
で
あ
り
、
大
規
模
な
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
埋
蔵
さ
れ
た
遺
構
を
検
出
、

復
元
し
た
初
の
事
例
で
あ
る
。
対
馬
で

は
文
化
財
庭
園
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
公

開
さ
れ
た
庭
園
も
例
が
な
い
。

こ
こ
は
単
な
る
庭
園
で
は
な
く
、
ま

し
て
や
公
園
で
も
な
い
文
化
財
庭
園
と

い
う
名
勝
で
あ
る
。
対
馬
で
は
な
じ
み

の
な
い
名
勝
と
い
う
も
の
が
い
っ
た
い

い
か
に
価
値
あ
る
も
の
な
の
か
に
つ
い

て
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

旧
金
石
城
庭
園
の
維
持
管
理
、
運
営

形
態
は
ご
く
一
般
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
の
有
り
様
を
通
し
て
、
価
値
あ
る
も

の
に
対
し
て
は
い
か
に
取
り
扱
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

文
化
財
を
適
切
な
状
態
で
次
世
代
に

渡
し
て
い
け
る
よ
う
に
保
護
、
継
承
し

て
い
く
こ
と
も
行
政
の
使
命
で
あ
る
が
、

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
小
さ
な
頃

か
ら
文
化
財
、
文
化
・
芸
術
へ
慣
れ
親

し
み
、
理
解
や
造
詣
を
深
め
て
い
け
る

よ
う
努
め
る
こ
と
も
ま
た
教
育
行
政
の

重
要
な
役
目
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

様
々
な
活
用
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

歴
史
や
文
化
と
い
う
も
の
は
そ
の
土

地
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
他
と
順
位
を

付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
独
立
し

た
価
値
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
自
然
と
は
違
い
目
に
映

り
に
く
く
理
解
し
う
ら
い
。
旧
金
石
城

庭
園
は
こ
の
見
え
に
く
い
歴
史
や
文
化

に
導
く
入
口
で
あ
る
。
貴
重
な
学
習
資

財
と
し
て
今
後
と
も
十
分
な
維
持
管
理

と
活
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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翌
悪
事
中
幹
事

国
史
大
辞
典
に
よ
る
と
、
年
中
行
事

と
は
、
「
毎
年
周
期
的
に
繰
り
返
さ
れ

る
伝
承
的
行
事
。
（
中
略
）
　
地
域
・
階

層
・
職
種
な
ど
に
よ
る
特
定
の
集
団
に

お
い
て
、
慣
行
習
俗
と
し
て
共
通
的
に

伝
承
さ
れ
る
も
の
」
　
と
あ
る
。
対
馬
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
「
新
対
馬
島
誌
」
　
（
一
九
六

四
年
四
月
　
新
対
馬
島
誌
編
集
委
員
会

発
行
）
　
に
掲
載
さ
れ
た
年
中
行
事
を
と

お
し
て
対
馬
の
よ
う
す
を
紹
介
し
た
い
。

「
新
対
馬
島
誌
」
の
年
中
行
事
の
項
は
、

対
馬
全
島
で
行
わ
れ
て
い
る
　
（
編
纂
当

時
）
　
行
事
を
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

月
日
ご
と
に
あ
げ
　
（
旧
暦
）
、
そ
の
月

の
代
表
的
な
行
事
に
つ
い
て
地
区
、
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
内
容
を
地
名
を
あ

げ
て
紹
介
し
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
て
い

る
月
ご
と
の
行
事
数
、
紹
介
さ
れ
た
地

区
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

最
も
多
い
月
は
正
月
で
、
つ
い
で
七
月

の
順
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
正
月
と

盆
に
行
事
が
多
く
、
民
間
年
中
行
事
を

の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
祖
霊
祭
の
意
味

合
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
一
年
を
と
お
し
た
行
事
数
が
三

二
九
に
対
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
区

数
は
六
五
一
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
、
同

じ
行
事
で
も
地
区
や
地
域
に
よ
っ
て

表1「新対馬島誌」にみる対馬の年中行事数及び掲載地区数
正 月 2 月 5 月 8 月 1 1 月

・一一■鱒 辣 凛 秘 ≡・喜 ・・㌻　フ；・ ここ宅…′．嶺 塁 ・・・ir ・己　㌻　－∫il ■＃ 襲紫 Lゝ ㌢　一㌔・表裏諮 厳 ‘ ・－：慧

1 日 1 6 3 2 1 日 1 1 1 日 1 1 1 日 2 3 7 日 2 2

2 日 1 7 2 9 1 0 日 1 1 3 日 1 1 5 日 1 1 9 日 1 1

3 日 9 6 1 1 日 4 4 5 日 1 2 6 日 2 4 1 5 日 3 3

4 日 6 9 1 2 日 1 1 1 1 日 1 1 8 日 1 1 1 6 日 1 1

5 日 3 3 1 5 日 2 2 1 6 日 2 2 1 0 日 1 3 1 7 日 1 1

6 日 6 1 5 1 8 日 2 2 1 7 日 1 1 1 1 日 1 1 2 0 日 1 1

7 日 1 8 2 9 2 8 日 1 1 1 8 日 1 1 1 5 日 3 1 3 2 8 日 1 2

8 日 1 1 そ の 他 3 1 2 2 3 日 1 7 3 0 日 1 1 そ の 他 4 4

9 日 1 1 2 5 日 2 2

1 0 日 6 6 3 月 2 8 日 1 1 9 月 1 2 月

1 1 日 5 5 ＝・わー ・琵一一ゝ、 そ の 他 1 2 5 様様　 奴 、止だ・ろ・ √・凋 漆 ・′′、 ′棟 数 ・・已 ・ソ

1 2 日 3 3 3 日 1 1 2 2 ∴ ＋十 1 日 1 1 1 日 1 9

1 4 日 5 8 4 日 2 4 6 月 3 日 1 2 8 f∃ 1 2

1 5 日 9 4 1 9 日 1 2
仇 ■　　ニー　r－，■ 、】た　こソ 8 日 1 2 1 1 日 1 1

1 6 日 2 1 4 1 0 日 2 2 1 日 6 9 9 日 2 6 1 3 日 1 1 2

1 7 日 7 9 1 8 日 3 9 7 日 1 1 1 0 日 1 5 2 0 日 2 4

1 8 日 5 5 2 1 日 4 8 1 0 日 1 1 1 1 日 2 2 2 9 日 2 1

1 9 日 1 1 2 7 日 1 1 1 5 日 4 7 1 3 日 3 5 3 1 日 8 8

2 0 日 2 2 0 2 8 日 2 2 1 8 日 1 1 1 5 日 1 1 そ の 他 5 6

2 3 日 7 15 洒　宗 そ の 他 5 2 2 1 6 日 2 2

2 4 日 5 5 4 月 1 7 日 1 1

2 5 日 2 2 議梯 義 鍼 嫉 7 月 2 3 日 4 3 慧 璧＝■器 漆 計 ．～．乾梁：■≧＿■■こ■葦

2 8 日 7 1 5 8 日 4 8 ≧　■→1 ・＝花・・1・1 2 8 日 2 2 日 数 細 事数 l 疲べ鮎 赦

2 9 日 1 2 1 0 E l 1 1 1 日 2 3 勾∂紺 曹

そ の 他 6 6 1 4 日 1 1 7 日 3 2 1 0 月

塁窓 1 5 日 1 1 13‾16日 1 0 1 8 ＝■ろ・ ・7　－ミ・

そ の 他 1 1 1 7 日 3 3 1 日 1 1

1 8 日 4 4 1 0 日 2 3

2 0 日 2 2 1 2 日 1 1

2 4 日 2 2 1 5 日 2 1

2 7 日 1 1 3 0 日 1 1

2 9 日 1 3 そ の 他 3 3 6

そ
の
地
に
伝
承

さ
れ
た
や
り
方

や
風
習
が
異
な

り
、
独
自
の
取

り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い

る
。
ま
た
、
表

中
の
そ
の
他
は
、

行
事
が
行
わ
れ

る
日
は
特
定
の

日
で
は
な
い
も

の
の
、
地
区
や

地
域
で
そ
の
月

に
行
わ
れ
る
行

事
を
示
し
て
い

る
。
例
え
ば
六

月
の
収
穫
祭
を

意
味
す
る
と
い
わ
れ
る
や
く
ま
様
、
九

月
か
ら
十
月
の
神
無
月
に
、
神
々
が
出

雲
へ
出
発
の
際
の
オ
デ
フ
ネ
　
（
オ
デ
マ

セ
）
　
と
お
帰
り
を
祝
す
オ
イ
リ
マ
セ
な

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
新
対
馬
島
誌
」
　
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
具
体
的
な
行
事
を
み
る
と
、
正
月
は
、

元
日
に
一
年
の
は
じ
ま
り
と
し
て
台
所

や
炊
事
場
な
ど
に
、
野
菜
や
魚
介
類
を

縄
に
つ
る
す
風
習
が
各
地
区
で
み
ら
れ

る
。
二
日
に
は
仕
事
始
め
に
あ
た
る
若

木
迎
え
、
若
木
さ
し
、
く
わ
立
て
が
行

わ
れ
る
。
山
仕
事
の
始
め
は
、
四
日
の

山
初
め
、
初
山
入
り
な
ど
で
あ
る
。
ま

た
、
盆
の
行
事
は
、
七
月
十
三
日
か
ら

十
五
、
十
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
が
、

八
朔
盆
と
い
っ
て
、
二
十
九
日
、
三
十

日
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
新
盆
を
迎

え
る
家
は
、
盆
旗
を
た
て
、
る
。
独
特
の

行
事
と
し
て
対
馬
で
は
、
古
く
か
ら

盆
踊
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
、

限
ら
れ
た
地
区
で
し
か
み
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

行
事
の
中
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
か

か
わ
る
行
事
も
多
く
み
ら
れ
、
正
月
の

セ
ー
ン
神
祭
、
コ
ッ
ポ
ラ
た
た
き
、
三

月
の
ミ
ツ
カ
ビ
、
十
月
の
い
の
こ
ぼ
り

な
ど
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

収
穫
祭
や
子
宝
祈
願
の
意
味
合
い
が
あ

り
、
子
ど
も
が
か
か
わ
る
行
事
の
例
で

あ
る
。ま
た
、
神
社
の
大
祭
な
ど
も
年
中
行

事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
明
治
初
め
の

文
献
か
ら
も
そ
れ
を
伺
う
事
が
で
き
る
。

声
各
汐
甘

『
年
中
行
事
　
明
治
九
年
一
月
御
改
』

（
　
「
宗
家
文
庫
史
料
」
　
記
録
類
Ⅳ
近
代

年
中
行
事
）
　
に
は
、
一
月
か
ら
十
月
に

か
け
て
、
神
社
や
寺
院
な
ど
に
参
っ
て

い
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記

録
の
中
に
は
、
八
月
十
五
日
の
八
幡
宮

神
社
の
大
祭
や
九
月
十
三
日
の
住
吉
神

社
祭
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に

神
社
だ
け
で
は
な
く
寺
院
に
も
参
っ
て

お
り
、
記
録
に
み
ら
れ
る
の
は
、
寓
松
院

国
分
寺
、
西
山
寺
、
太
平
寺
、
長
寿
院
、

海
岸
寺
な
ど
で
あ
る
。

行
事
の
中
に
は
、
月
へ
の
信
仰
を
示

す
も
の
も
あ
る
。
正
月
の
十
七
夜
祭
、

二
十
三
夜
祭
な
ど
で
、
月
の
満
ち
欠
け

に
よ
る
周
期
、
太
陰
暦
　
（
旧
暦
）
　
に
よ

っ
て
、
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
た
頃
の

風
習
が
受
け
継
が
れ
た
行
事
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、
そ
の
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る

人
物
や
で
き
ご
と
を
讃
え
た
行
事
も
数

は
少
な
い
も
の
の
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

八
月
十
日
の
原
田
三
郎
右
衛
門
祭
は
、

久
原
出
身
の
原
田
三
郎
右
衛
門
が
サ

ツ
マ
イ
モ
を
対
馬
に
伝
え
広
め
た
こ

と
を
讃
え
た
も
の
で
、
こ
の
日
、
三

郎
右
衛
門
の
碑
に
参
る
。
十
月
十
二

日
の
小
茂
田
浜
神
社
祭
で
は
、
蒙
古

軍
が
こ
の
地
に
来
襲
し
た
元
老
の
役

の
際
に
勇
ま
し
く
戦
い
戦
死
し
た
、

宗
助
国
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
た
ち

を
讃
え
た
祭
で
あ
る
。
祭
り
当
日
に

は
、
当
時
の
よ
う
す
を
伝
え
る
武
者

行
列
も
行
わ
れ
る
。

以
上
、
「
新
対
馬
島
誌
」
　
に
み
ら

れ
る
対
馬
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
簡

単
に
ふ
れ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に

こ
れ
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
四

十
四
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
掲
載
さ

れ
た
年
中
行
事
が
今
も
す
べ
て
行
わ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調
査
に
は

及
ん
で
い
な
い
。
た
だ
、
対
馬
の
年

中
行
事
と
し
て
以
前
に
行
わ
れ
て
い

た
も
の
や
今
も
各
地
区
や
地
域
で
継

承
さ
れ
て
い
る
も
の
を
紹
介
す
る
に

と
ど
め
た
。
時
の
流
れ
と
と
も
に
風

化
し
た
年
中
行
事
が
今
ま
た
、
地
区

の
子
ど
も
会
な
ど
で
復
興
さ
れ
、
地

区
の
行
事
と
し
て
定
着
し
っ
つ
あ
る

と
聞
く
。
そ
の
行
事
が
何
の
た
め
に

行
わ
れ
、
何
を
目
的
に
し
た
も
の
か

を
理
解
し
た
う
え
で
、
年
中
行
事
を

も
っ
と
身
近
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、

家
族
や
地
域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
合
　
　
【
参
考
文
献
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
国
史
大
辞
典
」
　
　
吉
川
弘
文
館

い
や
自
然
の
も
つ
偉
大
さ
に
気
づ
い
て
　
　
　
「
新
対
馬
島
誌
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
日
本
民
俗
大
辞
典
」

い
け
れ
ば
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
対
馬
島
誌
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館

「新 対 馬 島 誌 」 に み る 主 な 年 中 行 事

行事の種類 旧暦 行事名 行われる地区 主な内容

神 を祭 る行事

1月10 日 オハタラキ 豆酸 ホ トケサマの田か らとった神様 にお供えす る米が、前年の頭の家か ら今年の頭の家へ移される行事

1月16日 山の神祭

雑知　 三根 山の神とは　 山を領す る神であ り、山がせ ぎする人が信仰す る神 である。正月、三月、九月の年三回行われ、
内山 豆酸

湊 吉田
正月の行事がもっとも盛大に行われ る。 この日は、山仕事に従事する人は、仕事を休んで山には入 らない。

1月17 日 白嶽参 り 洲藻
山神信仰の1 つ。洲藻の全戸主は、神社の境内に集合 し白掛 こ登山し、神様 にお供 え物をするD お供え物は、

御神酒三升、白米八合、塩八合、赤白もち （一升づき）半紙六十枚。

3月28 日火の神祭 久原

火災が起こらないように願 う祭 り。各地で行われるが、時期はそれぞれである。久原の場合は、神社で行うD

祭の供え物は、えび二匹、鯨の吸い物。

7月1 日踊 りならし 阿連
阿連では、 「スガタメ」といってやくま様の夜、踊 り子や芝居の役割を確認する寄 り合いが行われる〇一日の踊

りならしの夜か ら盆踊 り、盆芝居の稽古を始める。お盆の期間、十三 日～十六 日に盆踊 りが行われる。

1 0 月
オデフネ と

全島各地区
神無月には神々が出雲にお立ちになるという信仰に基づき、その出発の日をオデフネ といい、十月‾ 目から十一

オイ リマセ 月に神々が出雲か らお帰 りになることをオイ リマセ という。

神社にかかわる行事

1月3 日 サンゾロ祭 豆酸 正月三日午後か ら卜占をおこなう岩佐家が天下国家の吉凶を村社雷神社で亀 卜によって占う行諷

1月6 日御通夜 伊奈
ダラの木を二本正月様、はたけ様、お伊勢様などに供える行事で、伊奈の場合は、伊奈久比神社 と志多留能理

刀神社の二社で行 う。 このダラの木が十四日のコッポラの棒となる。

8月1日 和多都美大祭 仁位 ； 和多都美神社の大祭 で、加志々の農業地区の人は、この日に参拝に行くD

8月5 日 海神神社放生祭 木坂

前日、神 に夕方の食事をあげ、昔からの習わ しの神楽舞楽がある。当 日は、神輿が浜殿にお下 りにな り、宮司

が神前にハニナを供えて祭の言葉をあげ海中にハニナを放 ち、後ろを振 り向かず に元の所に帰 り、やがて神輿は

お帰 りになる。

8 月15日 八幡宮臨時祭 厳原 八幡宮神社の大祭である。

9 月13 日住吉神社祭 維知 御旅所で神主の祭文のあとニナを後ろ向きで海に投げ入れる。

10月12 日小茂田浜神社祭 ′」＼茂 田

小茂 田浜神社の大乱 元適 の役をしのんだ祭である。神輿の前で社司は西天に向かって弓を引き、侍大将のさ

しずにしたがって来た武士は、勝ちどきをあげる。 ニナを蒙古の賊の首になぞ らえ神輿の前に献 じ、社司は神の

お供え物 として握 り飯と梅干を供え、侍大将は、スル メとコンプと勝グリを献 じる。

子 どもにかかわる行事

1月2 日

セーン神祭 志多留
子 ども組が自治的に行う火の祭 りで、大人は火事の用心をするだけでさしずはしない。子どもの年齢は六歳～

十五歳 までの男子。

セーの神祭 舟志
男の子が五歳になると木剣 と足仲と重箱をもって、セ一様 に連れて行 く。セ一様は、荒 っぽいが子どもが好き

である。 「これで神様への仲間入 りをさせて ください」 といって木剣 と足仲を供える。

1月14 日 コッポラたたき 舟志

コッポラは、 「子は らめ」 とい う意味であろ う。六日に正月様に供えたダラの木を二十cm 位に切 り、皮をはぎ

細く切った半紙を渦巻型に巻き、松の煙でいぶ し、巻いた半紙をとる。それをもって、各家々をまわ り 「祝いま

しよう。息子じようもたさし」ととなえてコッポラで木 をたたく。各家では、金銭か もちを与えるロ

3月3 日

ミツカビ 三根

子 どもたちは組を作 り、山の中腹の平 らなところを選び、そこを小旗などで飾 り、相撲 などをとり、ごちそ う

を開いて一 日遊び暮らす。

ひな遊び 阿連
十七歳の女の子が白浜の磯に集ま り、二組 に分かれて岩屋の上や壁に続 く岩道などをつつ じ、桃の花で飾 りウ

こ、 トコボシ、サザエなどをとってきて嫁入 りのまねをする。

5月5 日 五月御霊 全島各地区
初児の男の子の生まれた家では、人々を招いて祝宴を開く。五 日を祝 うのは、この目が物忌の日であった事

と、御霊とい う音から来たと考えられる。

7月24 日 地蔵盆 厳原

子どもを祭る行事で、厳原では、十王小路の橋の側にある地蔵堂を子 どもたちが昼間に清掃 し、夕刻から地蔵

様の顔 におしろいを塗 りほお紅をさし、よだれかけを新たにして団子や菓子を供え、ちょうちんをともす〇千ど

もたちは、各家を回って団子や金銭をもらい一夜を楽 しむ。

1 0 月の
いのこぼ り 全島各地区

十月の亥の日 （一番いのこ、二番いの二、三番いのこ）の夜は、子どもたちが行 う行事でもちをつ き赤飯をつ

いて祝 う。十三、四歳までの子 どもが組を作 り丸い石 （木耳わらの所もある）に輪をはめ、それに綱 を数本結び

亥の 日 付けて各戸の門前で 「子 もて、子持て ・‥ 」 「祝いませ う祝いませ う」などの祝い うたを歌 う。家か ら祝いに

いのこもちやお菓子、金銭などをもらう。

女性にかかわる行事

1月15 日嫁の しりたたき 鰐浦 子どものない嫁に 「息子 もて、子もて、玉のよ うな子もて」 と言って尻をコッポラで叩く。

6月15 日ネプ リ流 し
久枝田舎 ネムの花が多 く咲 く年は、流行病が出るとい う。久枝 田舎や恵古では、昼ごろ女たちが弁当な どを持って行つ

恵古 て遊び、ネムの木の枝を海に流す。

8月6 日 美女祭 木坂

海神神社の附属社に宝満神社とい う神社があ り、その中に美女神が祭られている。美女 としてまつられている

のは、木坂の鳥居伝氏の先祖で同家の伝承によると 「昔先祖 に美人があって、時の天下さまのお召 しを受けた

が、御勤めを拒み住吉の瀬戸に身を投げ 自殺 した。その時、紫の帯をしめていたのでそれが紫の もとなった0 そ

して子孫には以後美女が生まれないようにといった」

11月 15 日 カネツケ 全島各地区
十七歳になった女子はこの 日カネツケ祝いをする。親類縁者か ら種々の贈 り物を受ける0 新しく作った晴れ着

をきて、花嫁姿で氏神に参拝 し、親類や近所の知人を回礼する。

生産に関する行事

1月2 日 仕事始め 仁田 主人はなたを使い、主婦はからうすを三回ふむ。

1月10 日 夷祭 豆殴　 濃郡
寄り神を信仰する行軋 豆酸では、船頭が早朝に松崎神社と金毘羅様 とタカムスビ神社の境内のエペス堂に参

拝 し、神前にお神酒を供える。

3月9 日 磯瀬柴 貝口 婦人が地区の磯場へ行き、海草や魚貝な どが豊富であ ります ようにと祝 う。

5 月 雨乞
雑知　 仁位 対馬は、日照 りが続 くことがあり、氏神で雨乞いをすることが多いが、古来は、次の神社で行われていたゥ雑

鹿見　 仁田 知の住吉神社、仁位の和多都美神社、八龍殿社、仁 田の国本神社などである。

6 月の初午 やくま様
仁位　 を誓 讐 感謝祭で＼折 の日に行われ、麦の即 入れ後その穂のついたままでしめを作 り、鮒 酒、小麦もち

10月 10 日 十 日祭 舶 農々業地区　　 神に秋の取り入れを感謝 してもちな どを作 り祝 う。
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「
対
馬
完
義
夫
序
史
料

そ
　
う
け
　
ぷ
　
ん
　
こ
　
し
　
り
■
　
上
　
う

「
宗
家
文
庫
史
料
」
　
に
は
日
記
類
、
記

録
類
の
ほ
か
に
現
在
の
手
紙
、
メ
モ
な

宗家文庫史料　書簡類調査カード

長句取立相馬歴史民俗着筆1ガ

史料番号39－11－2の調査カード

ど

に

あ

た

る
い

枚荒

物よ

の
童
E：ヨ

簡
類
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
一
紙
物
と
い
わ
れ
る
こ

の
書
簡
類
の
調
査
を
平
成
十
年
度
か
ら

平
成
二
十
年
度
に
か
け
て
県
の
事
業
、

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
、

今
年
三
月
そ
の
成
果
を
目
録
と
い
う
形

で
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
査
が
行
わ
れ
た
一
紙
物
の
総
点
数

史料番号39－11－2　乍恐口上覚の一紙物

は
四
七
，
一
八
八
点
で
、
膨
大
は
数
に

の
ぼ
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
は
、
こ
の

書
簡
類
の
一
点
一
点
に
表
題
を
つ
け
、

い
ん
す
う
　
　
　
L
　
す
　
う
　
　
　
け
い
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
り
よ
う

員
数
、
紙
数
、
形
態
を
と
り
、
猷
量
を

お
こ
な
っ
て
デ
ー
タ
に
し
ま
し
た
。
調

査
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
県
や

文
化
庁
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
目
録

の
完
成
に
向
け
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
か
ら
昭
和
六
十
三
年
の

「
宗
家
文
庫
史
料
」
　
日
記
類
、
記
録
類

の
調
査
員
で
も
あ
り
、
今
回
の
一
紙
物

調
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
関
西
大
学
名

誉
教
授
泉
澄
一
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
五

十
年
の
日
記
類
の
調
査
の
際
に
一
紙
物

の
数
を
類
推
す
る
た
め
総
重
量
を
計
量

し
た
と
こ
ろ
、
約
三
五
〇
k
g
に
も
及
び
、

「
二
十
万
点
を
下
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」
　
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
（
実

際
に
は
、
前
述
し
た
と
お
り
四
七
，
一

八
八
点
で
あ
っ
た
）
　
い
ず
れ
に
し
て
も

膨
大
な
数
の
書
簡
類
に
つ
い
て
泉
氏
は
、

藩
政
に
か
か
わ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多

く
、
そ
の
中
に
は
、
各
役
職
　
（
役
所
）

か
ら
他
の
役
職
　
（
役
所
）
　
へ
宛
て
た
文

史料番号 文書名 作成 宛先 作成年月日 員数 紙数 形態 法量

3 9－1 1－2 乍恐 口上 覚 （朝鮮 匡卜　漂 流 之 次 第 口 上書 之通 加 賀 宰 相 領 内　 加 州能 美 郡 大 浦 卯 吉 郎　 御役 12 月10 日 1通 1紙 切 紙 27．2 ×39．3
相 違 無 御 座二付） 安 宅 浦 与 三 治 屋 平兵 衛 船

神 徳 丸 沖 船 頭 仁 三郎

（印）

人 衆 中

上の史料番号39－1ト2をデータにした目録の一部

書
や
漂
民
な
ど
の
朝
鮮

国
と
の
関
係
を
示
し
た

も
の
、
江
戸
の
藩
邸
に

関
す
る
も
の
、
当
時
対

馬
藩
領
で
あ
っ
た
田
代

に
関
す
る
も
の
、
ま
た
、

特
異
な
も
の
と
し
て
、

ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た

書
状
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

明
治
以
降
の
近
代
文
書

が
意
外
に
多
か
っ
た
こ

と
を
目
録
の
解
題
の
中

で
ふ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
を

含
む
一
紙
物
は
、
対
馬

藩
の
正
式
な
文
書
で
あ

る
日
記
類
、
記
録
類
の

内
容
を
補
う
に
足
る
貴

重
な
文
書
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
調
査
を
終
え

て
一
紙
物
の
内
容
が
詳
細

j
．
1

調査中のようす【泉調査員（左）と吉川調査補助員（右）】

膨大な一紙物が納められた棚

に
把
握
で
き
た
こ
と
は
、
「
宗
家
文
庫

史
料
」
　
の
全
容
を
解
明
す
る
過
程
に
お

い
て
、
ま
た
、
対
馬
藩
政
を
研
究
す
る

う
え
で
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ナ
．
み
「
対
馬
宗
家
文
庫
史
料
一
紙
物
目

録
」
　
が
今
後
の
近
世
対
馬
の
研
究
に
一

石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。寛
永
年
問
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の

対
馬
藩
の
動
向
が
記
録
さ
れ
た
本
館
所

蔵
の
　
「
宗
家
文
庫
史
料
」
　
は
、
冊
子
物

に
続
き
、
一
紙
物
の
調
査
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
宗
家

文
庫
史
料
」
　
の
中
で
、
い
ま
だ
に
未
整

理
と
な
っ
て
い
る
絵
図
類
、
工
芸
品
な

ど
の
詳
細
な
内
容
を
調
査
し
て
い
く
予

定
で
す
。
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平
成
二
十
年
度
雲
の
紹
介

ー
対
馬
展
　
動
植
物
等
裏
革
－

－
朝
鮮
通
信
使
展
－

七
月
二
十
四
日
　
（
木
）
　
か
ら
八
月
三

十
一
日
　
（
日
）
　
の
期
間
に
毎
年
恒
例
の

朝
鮮
通
信
使
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
対
馬
で
国
書
の
交
換
を
と

り
行
っ
た
第
十
二
回
朝
鮮
通
信
使
が
来

日
す
る
ま
で
の
経
緯
や
そ
の
時
の
幕
府

御
目
付
役
で
あ
っ
た
遠
山
左
衛
門
尉

景
晋
の
対
馬
で
の
記
録
　
「
御
目
付
遠
山

左
衛
門
尉
様
御
下
向
記
録
」
を
展
示
し
、

対
馬
で
の
易
地
聴
礼
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
し
た
。
ま
た
、
期
間
中
の
前
半
に

は
、
本
館
所
蔵
の
「
朝
鮮
国
信
使
絵
巻
」

（
県
指
定
文
化
財
）
　
を
展
示
し
、
第
十

二
回
朝
鮮
通
信
使
の
行
列
の
様
子
や
当

時
の
通
信
使
の
華
や
か
さ
を
、
絵
巻
を

通
し
て
来
館
者
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
催
期
間
中
は
、
六
，
九
五
七
名

の
来
館
が
あ
り
ま
し
た
。

対馬の花の写真パネルの展示のようす

1階通路の朝鮮通信使展の展示のようす

十
一
月
六
日
　
（
木
）
　
か
ら
十
二
月
七

日
　
（
日
）
　
の
期
間
に
対
馬
の
動
植
物
の

写
真
展
を
第
一
展
示
室
で
開
催
し
ま
し

た
。対
馬
を
代
表
す
る
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
、

五
月
の
上
旬
、
枝
の
先
に
円
錐
花
序
を

つ
く
り
、
白
色
の
花
を
多
数
つ
け
ま
す
。

分
布
は
、
日
本
で
は
本
州
　
（
愛
知
県
・

岐
阜
県
）
　
と
対
馬
で
す
。
オ
ウ
ゴ
ン
オ

ニ
ユ
リ
は
、
オ
ニ
ユ
リ
の
黄
色
の
個
体

で
今
か
ら
百
年
以
上
前
に
上
県
町
女
連

で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
発
見
さ

れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
対
馬
独
特
の
花
や
生
物

の
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。
今
回
の
こ

の
催
し
が
、
植
物
や
生
物
を
と
お
し
て

対
馬
を
再
認
識
す
る
機
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

三
，
三
三
五
名
の
来
館
が
あ
り
ま
し
た
。

－
対
馬
の
年
中
行
事
展
－

一
月
二
十
二
日
　
（
木
）
　
か
ら
三
月
一

日
　
（
日
）
　
の
期
間
に
対
馬
で
古
く
か
ら

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
年
中
行
事
を
紹
介

す
る
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。

正
月
の
子
宝
祈
願
の
コ
ッ
ポ
ラ
、
三

月
の
子
ど
も
の
成
長
を
祈
る
ミ
ツ
カ
ビ
、

十
月
の
豊
作
を
感
謝
す
る
い
の
こ
ぼ
り

な
ど
対
馬
島
内
の
各
地
区
に
伝
わ
る
行

事
や
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事

な
ど
を
本
館
所
蔵
の
民
俗
晶
と
と
も
に

紹
介
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
行
事
な
ど
も
あ
り
、
懐
か
し

く
思
え
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
開
催

期
間
中
は
、
七
二
五
名
　
（
二
月
十
七
日

現
在
）
　
の
来
館
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
に
対
し
て
、
「
役
に
立
っ
た
」
　
「
ほ

ほ
役
に
立
っ
た
」
と
答
え
た
入
館
者
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
人
の
九
割
以

上
に
達
し
て
い
ま
す
。
対
馬
の
歴
史
を

皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を

今
後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
竿
八
主
十
年
の
入
誓
姿

表
1
と
表
2
は
、
平
成
十
八
か
ら
二

十
年
の
過
去
三
ヶ
年
の
入
館
者
数
と
一

般
入
館
者
地
域
別
内
訳
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。
表
1
、
2
か
ら
、
入
館
者

の
総
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
国
人
、
特

に
韓
国
か
ら
の
入
館
者
数
の
増
加
が
入

館
者
総
数
に
反
映
し
て
い
る
か
ら
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
か
ら
は
、
入
館

者
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
「
当
館
の
展
示
が
対
馬
の

歴
史
の
理
解
に
役
立
っ
た
か
」
　
と
い
う
表1　平成18～20年入館者数（1月～12月）

年

一般入館者

研究入館者 総計
成人

小中高生
計

【一般見学 その他の見学

平成 18年 3 0，5 68 9 79 73 2 32，2 79 24 6 3 2，5 2 5

平成 19年 4 1，0 5 7 8 08 55 5 4 2、4 20 134 4 2、5 54

平成 2 0年 4 4，18 7 2，120 19 7 4 6，5 04 125 4 6，6 29

表2　平成18～20年一般入館者地域別内訳（1月～12月）

隼 島内
島外

総計
九州 関西 関東 東北 ・北海道 外国

平 成 18年 2 、3 4 2 2 ，9 8 9 2 ，7 5 6 2 ，8 0 5 4 9 0 2 0 ，8 9 7 3 2 ，2 7 9

平 成 19年 2 ，174 2 ，5 1 1 2 ，6 7 1 4 ，0 1 0 3 5 7 3 0 、6 9 7 4 2 、4 2 0

平 成 2 0年 1，4 60 2 ，10 5 2，0 2 6 3 、8 9 7 2 9 9 3 6 ，7 1 7 4 6 、5 0 4

＊地域別一般入館者総数は、研究入館者を含まない。
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【
調
査
活
動
】

今
年
度

【
社
会
科
見
学
等
の
受
け
入
れ
】

平
成
二
十
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
一
年
間
に
小
学
校
の
社
会
科
見
学
で

一
三
五
名
が
、
中
学
校
の
　
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
　
を
使
っ
た
見
学
で
六
二

名
が
来
館
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
小
学

生
・
中
学
生
は
、
学
習
の
テ
ー
マ
を
し

っ
か
り
も
ち
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

【
各
種
講
座
】

っ
紗
榔
調
李も

「
宗家
文
庫
哀史
引料
き」
続の

冊
子
物
調
査

き
行
い
ま
し
た
。
冊
子
物
調
査
で
は
、

九
州
大
学
大
学
院
教
授
の
佐
伯
弘
次
先

生
を
中
心
に
調
査
が
継
続
中
で
、
次
年

度
以
降
も
実
施
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
活
動
】

今
年
度
は
、
書
籍
、
収
蔵
資
料
等
の

点
検
を
計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組

み
も
少
し
ず
つ
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

社会科見学で来館した塩浦小学

校5年生のみなさん。（本館第1展

示室）

資
料
の
寄
曲
轡

田
代

月
J
－

和
生
氏
　
（
東
京
都
在
住
）

朝
鮮
通
信
使
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

〔
ゆ
ま
に
書
房
〕

万
松
院
文
庫
残
存
資
料

英
俊
氏
　
（
対
馬
市
在
住
）

植
物
の
写
真
パ
ネ
ル

雅
夫
氏
　
（
諌
早
市
在
住
）

島
庁
文
書

内
講

内
講

内
講

内
講

容
座

名
容
座

名
容 座

名
容 座

名

会 し

出

前 ＝二女己冗

古

文 文歴 を

中

学

生
尉 左 と

古

文

をて慶 歴 し宝 童 書 史散 鎌 歴
御 衛 り第 重臣

読
開 「応

史
永 自 の と策 倉 史 下 門行 十

み
催 江義 解 七 主 解 対 し時 散 向尉 わ二

方
し戸塾 講 読年 講

読 比 た代 策 記 景れ 回
講

た時大
座
等 の

座
を さ　り　中 i 講

座

録 晋 た朝 座

代学 期 を「 期 通 せ　 期 期 らが鮮 期
の大

間
お 毎 問 しな古か 間 のの　 通 間

日学
五
こ　日 毎 てが代 ら 八 内勤 そ信 七

本院
月
な記

月
古 らか対

月
容 向れ使 月

人教 つ」 文学 ら馬 を をに の 十
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義塾大学大学院教授　田代和生先
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古文書読み方講座の大森講師と真

剣にその説明を聞く受講生のみなさ

ん。（対馬市交流センター）


